


はじめに

最初は、地域の資源、山と川の自然から「かしわら水仙郷」や「健康ウ
オーク」、「柏原ええトコ発見塾」をはじめた。さらに、まちづくりのカギ
を握る「ひと」に着目して、元気、ユニーク、魅力的な人材が、まちづく
りの基盤となることから、人材の養成「まちづくり人創生塾」や、交流
の場づくり「ええトコＫＡＳＨＩＷＡＲＡ円卓交流会」などを企画した。
「新しい公共」事業は、中間支援ＮＰＯの機能強化のため、各種団体と
の連携を強め、それを報告書「まちづくり物語」(2013.3)にまとめた。

「まちづくり物語２」は、第２フェーズとして、大阪かしわらの産物「ぶ
どうとワイン」、毎日の暮らし生活を支え「中心市街地を形成する商店
街」、人々の生活に潤いと豊かさを生み出す「地域社会とアート」を
テーマに取り上げ、人やグループ・団体との交流を通じて、まちづくり
の探索を行った。
この間の取組みの柱は二つあり、一つが「人や組織の連携」で、元気で
頑張る人やグループ活動の課題を整理する場を井戸端会議として設定
し、新たな展開を切り開けるよう支援してきた。また、もう一つの柱
が、「情報の連携、マルチメディアな発信」であり、柏原の魅力資源を
発掘、物語化し、ホットスポットシリーズとして発行する情報冊子、え
えトコわがまちFacebookグループなど、柏原の魅力と資源の共有化
を推進してきた。この「ええトコわがまちKASHIWARA」３ヶ年の作
戦は、まちプロの設立目的に沿ってまちづくりの基礎段階を確実に切
り拓いてきた。

まちづくりには、終わりはない。次のフェーズがどうなるかは、これか
ら。そんな中、この冊子が、地域の皆さんのまちづくりへの問題意識の
共有につながり、新らたにまちづくりに熱い想いを持つ人が、生まれる
きっかけになれば幸いである。

2015年5月9日

「われわれは、まちづくりに関するプロジェクトの企画やコーディネー
トを通じ、知識と人材と資源を有機的に結びつけ、地域をより『魅力
あるまち』、より『住みたいまち』に変貌させることを目標に、まちづく
りを推進し、地域の活性化に寄与することを目的」（設立趣意書）とし
て、社会的な位置づけや責任を明確にした活動母体が必要なことから
ＮＰＯ法人「まちづくりプロジェクト（略称：まちプロ）」を立ち上げた。
それから５年半、まちづくりがどこまで前進し、どんな段階にあるのか
の整理が求められている。
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T E A C H E R

ネットワーク型の地域活動：時間はかかるが、みんなの参加意欲や満足度は高まる。まずは

月1回の井戸端会議からはじめよう。04
みんなで楽しくまちづくり

地域の元気な女性のネットワーク：まちづくりの局面を変える
▶摂津のママさんの子連れでみんなで楽しむ「マミークリスタル」
摂津で毎年４５００人も集める「まるごとマーケット」を８人のママさんの実行

委員会が運営、４７万円の事業資金の約8割は、自分らの手で企業から集める。

代表の新田さんは、先生も生徒もママ子連れで楽しむ習い事ママサークルも主

宰。モットーは、「もっと子育てが楽しい町」「自分らしくいられる活動ができる

町」「未来の子供たちが誇れる元気な町」に。

▶地域での女性対男性の異なる対応は面白い
尼崎まちづくり懇談会で地域の支え合いは、必要だとの共通認識は一緒。しか

し、その手法が異なる２つタイプが存在。男性は、自治会等組織意識が強いが、

一方、女性は友人関係のネットワークでやる、このように分かれるは面白い。

▶ITで「創造的過疎」をつくる
かっては２万人いたが人口増は求めず、現在の人口５千人が「幸せに

暮らす」を追求。難視聴地域に光ファイバー網でTV視聴、そのインフ

ラを利用して、空き家をITサテライスオフイスに人の移住を促進、地

域内ではWi-Fi無線がどこでも使える

S T O R Y ２ 日本の田舎をステキに変える！：徳島神山町

▶神山町・四国のグリーンバレーとは？非営利活動法人(ＮＰＯ)

設立：2004年（前身の「神山町国際交流協会」は1992年設立）

ミッション：日本の田舎をステキに変える！

ビジョン：・「人」をコンテンツとしたクリエイティブな田舎づくり、多

様な人の知恵が融合する「せかいのかみやま」づくり、 「創造的過疎」

による持続可能な地域づくり

グリーンバレー・ウェイ（ものの考え方）：・ できない理由より、できる方法

を！・ とにかく始めろ！（Just　Do　It！）

活動内容： アーティストの制作支援、中・長期旅行者の滞在支援、日本（特

に四国）に関する情報発信、アートでまちづくり（アートによるまちづくり

の推進）、地域経済の活性化や文化の促進、 地域問題の解決とそのモデ

ルの発信、自然や居住環境の改善、 就業、起業の支援

in Kamiyamaホームページ（http://www.in-kamiyama.jp）

▶グリーンバレーの大南さんの視点：できることからどんどんやる
→何でも無理・マイナス志向なアイデアキラーは、どの町にも必ずいる、それを排除して、できることやる

→人を引きつけるのに一般的ではだめ（若い人がいいとか、誰でも来て欲しい）ピンポイントで攻める

「移住・空屋情報」アクセスが多いことから、逆指名：例えば、情報発信のためのWebデザイナー、お釜で焼く

パン屋（がらがらの商店街が埋まってきた）、オシャレなレストラン（アップルやめて開業）

▶「アーチストinレジデンス」が切り拓いた影響は大きい：アートが地域の人間関係をつなぐ
環境アートの作品づくりは１９９０年代半ばからスタート、田舎のコミュニテイは閉鎖的だが、芸術家の招聘

を契機にヨソ者に対してウエルカムに変化する
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みんなで楽しいまちづくり：井戸端会議のすすめS T O R Y 3

T E A C H E R

▶時代が変わった：ネットワーク社会への変化
カネと制度で社会を動かす時代＝近代から、ポスト近代へと時代の転換期を迎えている。

それは、自分のためが社会のためにつながるという志向、無理しない、頑張りすぎない思考であり、思考回路に

も変化が生まれる。勝手な市民に勝手なことをさせない管理社会と、自律した市民が自らでつくる市民社会と

いう社会像は、コンピュータの世界と同じような「集中管理」と「自立分散」であり、従来とは異なった「階層構

造」と「ネットワーク」の構造に似ている。

近畿大学総合社会学部教授

久 隆浩

▶ネットワーク社会のガバナンス：メンバーの主体的な関与
ネットワーク社会での活動展開の理念は、協働＝ガバナンス、ネットワーク型活動

ガバナンスとは、組織や社会に関与するメンバーが主体的に関与を行なう、意思決定、合意形成のシステム

ネットワークの最大の課題は、責任の所在があいまいになる。問題は管理が苦手の克服→自律がキーを握る

そこに登場するのは、みんなをその気にさせる人＝ファシリテーター

▶つながり力を高める：「自発性」が鍵
自発性はいかに高められるか：楽しさ・やりがいが大切：共感　←→　アメとムチ

市民力・地域力の「力」とは？：資金力・権力ではなくネットワーク力

金持ちよりも人持ち、一人の力は小さいがつながっていくことで大きな力になるのがネットワーク

▶ネットワーク型の地域活動：時間はかかるが、みんなの参加意欲や満足度は高まる
ネットワーク形成（つながりづくり）のしかけ

 ＜人＞　コーディネーター

 ＜場・機会＞　プラットフォーム　／まちづくり井戸端会議

 ＜組織＞　まちづくり協議会

ワークショップなどに多くの住民が集まり、みんなで決めていく ＝ ガバナンス

▶まちづくり井戸端会議のすすめ：場所をつくる、一緒にやる、誰がトップでもない
まちづくり井戸端会議で月に１回程度の意見交換・情報交換の場をもつ

出席したい人が出席したい時にでる：出入り自由、議題はみんなで持ち寄る、

合意形成を目的としない

（階層組織とネットワーク）

 　　　　　階層組織型 　　　　　　　　　　ネットワーク型

構成員の関係性 　上下関係 　　　　　　　　　　水平関係

意思決定 　上層部で決定 　　　　　　　　　　みんなで考える（意思決定がないときも）

活動形態 　指示・命令で一丸となって動く 　　自発的に、できること／やりたいことを行う

 　　　　　やらねばならないことを使命感で　　やりたいことを楽しく

秩序形成 　管理 　　　　　　　　　　　　　　自律

核となる人 　リーダー：引っ張っていく　　　　   ファシリテーター：気づきを促す

　　　　　　　　　仕切る、 　　　　　　　　　　みんなが動ける環境やきっかけをつくる

　　　　　　　　　指示する短期間に答が必要な活動　 長続きさせる活動



まちプロ(まちづくりプロジェクト）活動記録 歩み

年 月日 アウトプット 団体等 補助金 金額 参加者事業

2008 H20 1.18 新しい柏原まちづくり基本計画 柏原市まちづくり基本計画委員会

2009 H21 11.03 NPO法人まちづくりプロジェクト設立：趣意書 1

11.07 まちプロホームページ開設 1

2010 H22 １.23 柏原水仙郷ウオーク第1回 350人 2

07.01 柏原ええとこ再発見「Ｍｙ道標」づくり (財）まちづくり市民財団 申請採択 500,000 3

05.01 歩くことことから始めよう健康とまちづくり 柏原市 申請採択 370,000 4

12.05 健康ウオーク宣言 健康ウオークinかしわら実行委員会 4

2011 H23 1.08 NPO法人まちづくりプロジェクト総会2011 1

1.30 柏原水仙郷ウオーク第２回 １50人 2

健康ウオーク推進協議会発足 事務局：柏原市 4

09.17 柏原ええとこ発見塾：森のガイドと玉手山探索 5

10.08 柏原ええとこ発見塾：川に中に何がいるか？ 5

2012 H24 1.08 NPO法人まちづくりプロジェクト総会2012 1

2.07 柏原水仙郷ウオーク第3回 2

2.26 かしわら水仙郷ウオークを育てる会発足 代表：奥田豊子 2

03.10 観光まちづくりビジョン発表 観光まちづくりビジョン策定委員会 6

05.30 ええトコわがまちKASHIWARAトリプル大作戦 柏原市 申請採択 100,000 7

06.17 柏原ええとこ発見塾：鉄道写真講座 5

07.24 おいなーれ柏原ネットワーク設立 6

10.09 わがまち自慢プロジェクト 大阪府：新しい公共支援事業 申請採択 1,200,000 8

11.13 柏原ええとこ発見塾：古紙再生工場 5

2013 H25 1.08 NPO法人まちづくりプロジェクト総会2013 1

01.26 柏原水仙郷ウオーク2013 育てる会と共催 2

2.03 ええトコわがまち円卓交流会2013 ええとこわがまちKASHIWARA委員会 8

3.13 まちづくり物語 ええとこわがまちKASHIWARA委員会 8

08.02 ええトコわがまちKASHIWARAトリプル大作戦 柏原市 申請採択 300,000 7

10.24 柏原ええとこ発見塾：早川繊維 5

2014 H26 1.08 NPO法人まちづくりプロジェクト総会2014 1

01.22 コットン井戸端会議 7

2.0８ 柏原水仙郷ウオーク2014(中止） 育てる会と共催 2

01.25 地域を育むワークショプスタート(3回開催） ええとこわがまちKASHIWARA委員会 7

02.26 柏原ええとこ発見塾：岡村製油 5

03.22 ええトコわがまち円卓交流会2014 ええとこわがまちKASHIWARA委員会 7

03.31 まちづくり一体型オガタ通り商店街活性化プランまちづくり一体型商店街活性化協議会 6

05.30 ええトコわがまちKASHIWARAトリプル大作戦 柏原市 申請採択 238,000 7

07.09 ぶどうワインフォーラム 7

11.16 ワイン＆アート２weeks柏原フェスタ おいなーれ柏原、ビエンナーレなど 6

2015 H27 1.17 NPO法人まちづくりプロジェクト総会2015 1

2.17 柏原水仙郷ウオーク2015 育てる会と共催 2

3.07 商店街活性化とまちづくり井戸端会議 オガタ通り商店会と共催 7

3.22 地域が支えるアートとまちづくりシンポジュム 柏原ビエンナーレ作家会と共催 7

05.09 まちづくり物語２ ええとこわがまちKASHIWARA委員会 7

05.09 まちプロ解散総会：まちづくりの到達点と展望 まちプロ総会と連動 1

事業区分 区分 事業区分名 担当

１ まちプロ組織

２ 水仙郷ウオーク

３ My道標整備事業

４ 健康ウオーク事業

５ 柏原ええとこ発見塾

６ まちづくり連携事業

７ ええトコわがまちKASHIWARAトリプル大作戦

８ 大阪府新しい公共支援事業



ええトコ・わがまちKASHIWARA委員会

委員長：久隆浩（近畿大学教授）

構成員：学識経験者、大阪教育大学、関西福祉科学大学、柏原市商工会、柏原市、柏原市社会福祉協議会、

ＮＰＯ法人かしわらイイネット、おいなーれ柏原ネットワーク、ＮＰＯ法人まちプロ、かしわら環境会議

（委員会は、2012-10.27-2015.4.14の間、５回開催し，第５回をもって委員会は終了）

「ええトコ・わがまちKASHIWARA」プロジェクトは、
地域に潜在する有形無形の多種多彩な資源・資産
わがまちのええとこ・好きなところを、
市民が再発見・再認識し共有することで、
わがまちとして思いや誇りを高め、
その思いを戦略的に市内外に発信するものである。

まちづくりに関するプロジェクトの企画やコーディネートを通じ、知識
と人材と資源を有機的に結びつけ、地域をより「魅力あるまち」、「住みた
いまち」に変貌させることを目標に、地域の活性化を推進しています。
そのため「かしわら水仙郷」の新名所化、子供と共に「柏原ええとこ発見
塾」の開催、「健康ウォーク」の事業の実施。かしわらの魅力発信に向け
た「柏原物語」製作などわがまち自慢を集め・磨き・発信するプロジェク
トやまちづくりの人、組織、財源など基盤づくりのため地域の多彩な団
体と連携して推進しています。

目的

場所

設立

会員数

代表者

まちづくりの連携

支援の推進（中間支援型組織）

大阪府柏原市地域

2009年11月

１８名

三宅　義雅

なし

jimu@machipro.org

http://www.machipro.org/

〒582-0018

大阪府柏原市大県４丁目１５－３５

柏原市ボランテイア・市民活動センター内

電話

メール

HP

事務所

魅力あるまち、住みたいまち「ええトコ・わがまちかしわら」

まちプロ（ＮＰＯ法人まちづくりプロジェクト）

ＮＰＯ法人まちづくりプロジェクト（まちプロ）は、2015年5月9日に解散総会で５年半の活動を終了した
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